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研究成果の概要（和文）：　本研究は、明代に著述された「徐霞客遊記」について研究したものである。内容と
しては、同書のテキスト研究や本文解読といった基礎的研究を行った。また、同書に見られる自然地理学的側面
についても検討と考察を加えた。その結果、同書には、水脈のように、山岳も「地脈」をなしているという認識
が見られることを確認した。また、明代全体に視野を広げ、「風水書」から「王士性」、そして「徐霞客」へ至
るという、龍脈説の流れがあることを確認した。

研究成果の概要（英文）：　This study investigated "Xu Xiake Youji（徐霞客遊記）" written in the Ming
 Dynasty. As for the contents, this study conducted basic research such as studying the text of the 
book and deciphering the text. The natural geographical aspects of the book are also discussed. As a
 result, it was confirmed that the book recognizes that mountains, like water veins, also form "
ground vein". This study also extended its views to the whole Ming period, and confirmed that there 
was the Dragon vein theory that goes from "the book of Feng Shui（風水）" to "Wang Shixing（王士
性）" to "Xu Xiake（徐霞客）".

研究分野： 中国思想史
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究により、明代における、風水書と士人による地理書双方にわたっての「龍脈説」の流れが明らかになっ
た。龍脈説の流れについては、水口拓寿氏による研究があるが、その研究でカバーできていなかったところをつ
なぐことができた。また、風水書という「占術」と、士人による「科学的な思考」との関連性も確認できた。こ
のことは、占術と科学との関係という、伝統中国文化における大きな課題に対しても、一つの答えを出したとい
える。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 中国文明は、外からの影響を受けつつも、独自の科学思想・科学技術を発達させてきた。英
国のＪ・ニーダムを嚆矢とする研究により、それらの実情や価値が明らかにされつつあるが、
大地というものをどう捉え理解するかという「地の科学思想」の面でいえば、治水水利史の研
究を除けば、明らかになっているとは言い難い。これは、「地の科学思想」について、体系化さ
れ専著となったものがほとんどなく、膨大な地理的記述の中に散在しているものから読み取ら
なければならないという困難さが、研究の進展を妨げる要因のひとつとなっているからである。 
 そうした中、明代は、朱子学や陽明学といった哲学的思弁が深められた一方で、合理主義・
実証主義的な知的活動が盛んとなり、中国独自の科学思想・科学技術に関わる優れた研究と著
述が輩出した時代でもあった。その中に、地理学史の概説書でも必ず高い評価とともに取り上
げられるものとして、徐弘祖（1586～1641）の手になる旅行日記「徐霞客遊記」がある。とり
わけ約四年間に及ぶ中国南部から西南部を旅した見聞記録（西南遊記とも言う）は、60 万言以
上を費やして各地の地形や河川水系などを記述しているが、随所でそれらの形成や変化に関す
る考察がなされている。従来の旅行記が文学志向のものが多かったのに対し、客観的な立場か
らの観察者の視点で書き貫かれており、地に関する科学思想の文献としても豊かな内容を持つ
ものとなっている。特に洞窟やカルスト地形については、まとまった記述としては世界最古の
ものと言える。 
 そこで本研究では、徐霞客の遊記を対象とし、散見する「地」に関する彼の考察をとりまと
め、具体的な地形などの描写と合わせ検討することを通して、彼の「地の科学思想」を明らか
にすることを目的とする。地の科学といっても、地形や水系といった自然地理学的側面の他に、
人間の営みに関わる人文地理学的側面もある。その両者を扱う。なお徐霞客遊記は、中国で多
くの刊行物がだされているにも関わらず、きちんと読み込んだものは少なく、日本においても
ほとんど研究されてこなかった。そこで、内容の研究と並行して、研究史の整理や訳注作りな
どの基礎的研究が欠かせない。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、中国明代に著された「徐霞客遊記」について、そこに見られる「地の科学思想」
を明らかにすることを目的とする。地形や河川の形成やありようといった自然地理学的側面と、
人間の営みに関わる人文地理学的側面の両者を取り扱い、あわせて研究史や本文研究などの基
礎的な研究も行う。 
 これらによって、中国独自に発展した「地の科学思想」の一端を明らかにすることができる。
また、地理書を思想史的な研究の対象とすることの道が開かれることが予想される。 
 
３．研究の方法 
 研究体制としては、研究史の整理と本文研究を行う「基礎研究部門」、様々な地形の現状とそ
の形成に関する思想を研究する「自然地理思想部門」、人々の営みに関する思想を研究する「人
文地理思想部門」の三部門を立て、五名の研究者が分担して研究にあたる。 
 一年目は、これまでの研究成果を踏まえつつ、それぞれの課題を探求する。二年目には、そ
れぞれの課題を探求しつつ、まとまりつつあるものから順次学会発表などを行い、外に発信す
る。三年目は、まとめの期間とし、課題探求を継続しながら、研究成果公刊の準備を行い、順
次発信する。 
 
４．研究成果 
 本研究は、明代に著述された「徐霞客遊記」について研究したものである。内容としては、
同書のテキスト研究や本文解読といった基礎的研究を行った。また、同書に見られる自然地理
学的側面についても検討と考察を加えた。その結果、同書には、水脈のように、山岳も「地脈」
をなしているという認識が見られることを確認した。また、明代全体に視野を広げ、「風水書」
から「王士性」、そして「徐霞客」へ至るという、龍脈説の流れがあることを確認した。 
 本研究により、明代における、風水書と士人による地理書双方にわたっての「龍脈説」の流
れが明らかになった。龍脈説の流れについては、水口拓寿氏による研究があるが、その研究で
カバーできていなかったところをつなぐことができた。また、風水書という「占術」と、士人
による「科学的な思考」との関連性も確認できた。このことは、占術と科学との関係という、
伝統中国文化における大きな課題に対しても、一つの答えを出したといえる。 
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